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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

電気防食は鉄筋コンクリート構造物の塩害対策の一つ

であり，維持管理には防食対象鉄筋の電位測定が必須だが，

防食電流によりコンクリート中に電圧降下(IR ドロップ)を

生じ，式(1)に示すように真の電位に誤差が加算される． 

Eon＝Eio＋IR            （1） 

Eon : 測定値 

Eio : 真の電位(インスタントオフ電位) 

IR : 測定誤差(電圧降下=IR ドロップ) 

IR ドロップの補正は，防食電流遮断後の鉄筋電位減衰カ

ーブが図１のような挙動を示すことから,電流遮断直後(イ

ンスタントオフ)電位を測定する方法が 1)一般的に行われ

ている．従来測定は，市販の高入力電圧計(テスター)の瞬

時変化値を目読していた． 

しかし，電流遮断のタ

イミングにより測定値

に差が生じたり，遮断直

後より測定値は刻々と

変化するため目読が困

難となる等の問題があ

った．今回開発した計器

はマイコン制御の電子

回路スイッチにより，1

万分の 1秒単位で電流を

遮断することを可能に

し，瞬時変化値を記憶し

て表示する乾電池駆動

の携帯型インスタント

オフ電位差計である 2)． 

２２２２．．．．携帯型携帯型携帯型携帯型インスタントオフインスタントオフインスタントオフインスタントオフ電位差計電位差計電位差計電位差計((((開発計器開発計器開発計器開発計器))))のののの仕様仕様仕様仕様        

図２に開発計器の概略図を示す．入力抵抗は 10
11Ωと市販テスター10

8Ωの 1000 倍でコンクリートのよう

な高抵抗環境の測定に適している．また内蔵する電子回路スイッチは図２に示めされるタイミングで電流

On/Off が繰り返される．Off 時間(toff)は On 時間(ton)より十分短い時間が設定され，On 時の Off 直前に計測さ 

 キーワード 電気防食，塩害，電位，インスタントオフ電位，維持管理，鉄筋 

 連絡先   〒104-0033 東京都中央区新川 2-5-2 (株)ナカボーテック  事業推進部 ＴＥＬ03-5541-5803 

図１ 電気防食オフ時の電位変化例 

図２ 開発計器(インスタントオフ電位差計)概略図 
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れる電位は On 電位(Eon)とみなせる．Off 直後の電位(Eio)の計測は通常困難であるが，開発計器はマイコン

制御により Eio を記憶して Eon とともにデジタル表示した．また，Eon や Eio は複数回測定してその平均値

を表示することにより測定値の再現性を向上させた．加えて On/Off 周期(tperiod)は，商用電力周波数(50 また

は 60[Hｚ])と同期しないように設定され，直流波形が脈流である単層全波整流型直流電源装置でも安定した

電位測定を可能にした．その他，toffは 0.1～9.9[msec]，tperiodは約 30～200[msec]，サンプリング数は 1～49[回]

まで可変できる． 

３３３３．．．．測定結果測定結果測定結果測定結果        

図３は，実構造物橋梁ポステン桁に適用した電気防食の

On/Off 電位変化値である．この電気防食では，Off 時の電位

は単調減衰ではなくオーバーシュート的な電位変化が現れ，

その後減衰した．埋設管の電気防食で稀に観測される現象

で，防食回路用の電線や防食対象鋼材が長い場合に発現す

ることがある．この場合，通常の市販テスターで Eio を読み

取ることは困難で，オシロスコープなどで過渡現象を観測

するしかない．しかし，オシロスコープは高価かつ取り扱

いに習熟を要し電源も必要な場合あり現場測定には向いて

いない．この場合も，開発計器は瞬時変化値を読み取れる

ため有効と考えられ，オシロスコープ値と比較した．結果

を図４と表１に示す．開発計器値はオシロスコープ値も良

い相関を示し，計器の基本的な設計は間違っていないこと

が確認された． 

なお，鉄筋電位はオーバーシュート現象を起こさせるた

めに故意に過防食傾向に設定したが，計測後は通電調整を

行い適正値に復帰させた． 

表１ 開発計器とオシロスコープの測定値比較 

測定項目 
Eon 

[mVvsMnO2] 

Eio 

[mVvsMnO2] 

IR 

[mV] 

開発計器 -1600 -1300 300 

オシロ -1600 -1250 350 

toff[msec] 1 

ton[msec] 99 

注記：MnO2は二酸化マンガン照合電極 

４４４４．．．．まとめまとめまとめまとめ        

電流遮断法(カレントインタラプタ)法の原理に基づいて，簡易にインスタントオフ電位を計測できる電位

差計を開発した．各種室内試験結果は紙面の都合上割愛したが、その測定結果は計算値と良い一致を示した．

実構造物である橋梁施設においても室内試験と同様な測定結果を得て実用性が確認できた．また，全波整流

波形でもインスタントオフ電位は十分安定した値を得た． 
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図４ 実構造物の開発計器実測値 
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図３ 実構造物電気防食 On/Off 例 

オーバーシュート 
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